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たデータがそれぞれ独立の点データとして解析さ
れるため，水面での視野が直径 0.7 m×0.7 mの
データとして解析される．これにより陸部につい
ては非常に精細な情報を得ることができる．Fig. 

2 に水深データと陸上データの視野の位置関係を
示す．

3.3　デジタルカメラ
CZMILに搭載されている T‒4800 カメラシス

テムは 16 Mピクセル（4872 px×3248 px）のデ
ジタルカメラであり，1秒毎の写真撮影が可能で
ある．通常の調査時には 2.5 秒に 1 回の撮影を行
う．撮影されたデータは同時に収録されている航
法データ等に基づき，自動処理でモザイク化及び
オルソ化が行われる．Photo 2 は 2013 年 3 月に
CZMILにより下地島にて撮影されたオルソ画像

の例である．CZMILによる航空レーザー測量の
通常の飛行高度が 400 mであることから，1ピク
セルが約 6 cmという非常に解像度の高い画像と
なる．Photo 2 ではオルソ画像及びモザイクを作
成するパラメタは暫定のものであり，一部歪みが
見られるものの，解像度は高く，岸線形状，構造
物の種別等詳細に把握できることがわかる．これ
に，レーザー測量にて得られた点群データを重ね
合わせることにより，詳細な岸線，低潮線の描画
が可能となる．

₄．CZMIL の搭載
CZMILは羽田航空基地所属のボンバルディア
製の DHC8‒Q300 型中型飛行機MA722「みずな

Photo 2．  Example of aerial photograph provided by 
CZMIL.

写真 2．CZMILにより得られた空中写真の例．

Photo 3．  Bombardier DHC8‒Q300 （form 3rd R. C. G. 
Hqs. HP）.

写真 3．  ボンバルディア DHC8‒Q300（第三管区海上
保安本部 HPより）．

Photo 4．  Installation status of CZMIL. （A）Front view of CZMIL. （B）Rear view of CZMIL. （C）The operation 
situation.

写真 4．  CZMILの設置状況．（A）前方から見た図．（B）後方から見た図．（C）操作状況．
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Overview of the new LIDAR “CZMIL”

ぎ 1号」（Photo 3）に搭載し運用する．
また，2014 年 10 月に羽田航空基地所属MA725

「みずなぎ 2号」に搭載するための改修が終了し，
航空機2機による CZMILの運用が可能となった．
CZMILのスキャナーは，機体後部左側にある投
下口の上部に設置され，その前方に，コントロー
ルラックとオペレーターラックが，さらにその前
方にサーマルラックとレーザーラックが設置され
る．オペレーターはスキャナーとコントロール
ラックの間の椅子に着席し，操作を行う．Photo 

4 に機器の設置状況を示す．

₅．解析結果について
CZMILにより 2014 年 6 月に銚子沖において精

度確認作業及び久之浜港から鹿島港北方に至る海
域の調査を実施した．この解析はまだ終了してい
ないため，解析パラメタ等は暫定のものであるが，
その成果について，いくつか紹介する．

Fig. 3 は，得られたデータから表層の点群を表
示したものである．点群では，港の建物や停泊し
ている船舶の形状等が詳細に記録されていること
がわかる．また，空中の電線が明確に記録されて
いる．

Fig. 4 に調査区域に存在した風力発電装置から
得られた点群のデータを示す．点群は，ほぼ垂直
に地面から立っているタワーの形状をほぼ再現で
きている．これは，点密度の高さと，スキャンパ

ターンが円であることが大きな要因と考えられ，
水中においても崖や突起物の形状が詳細に把握で
きることが期待できる．

Fig. 5 には犬吠埼付近において得られた水深の
点群データを示す．陸部である消波ブロックから
海底までシームレスにデータが繋がっている様子
が見て取れる．

₆．まとめ
CZMILは 2014 年 10 月に航空機 2 機体制の運

用が始まり，今後平成 23 年（2011 年）東北地方
太平洋沖地震被災地等における海岸及び浅海域
の調査等を順次進めていく予定である．CZMIL

は SHOALSに比べ測深能力等が強化されており，
浅海域の海洋調査に大きな威力を発揮することが
期待される．

Fig. 3．Point cloud data of Choshi port.
図 3．銚子港の点群データ．

Fig. 4．Point cloud data of a wind turbine generator.
図 4．風力発電機の点群データ．

Fig. 5．Point cloud data of Inubo‒saki （Soundings）.
図 5．犬吠埼の点群データ（水深）．
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要　　旨
航空レーザー測深は，測量船で調査を行うこと
が困難な岩礁地帯やサンゴ礁などの広大な浅海
域を短時間で調査できる特徴を持っており，海
上保安庁では 2003 年から航空レーザー測深機
SHOALSによる調査を行ってきた．今回，海上
保安庁では新型の航空レーザー測深機 CZMILを
導入し，2014 年 6 月より運用を開始した．本稿
では CZMILの特徴，SHOALSとの比較について
報告を行う．


